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　令和３年度６月定例会は町長報告として、松川町土地開発公社と株式会社チャンネル・ユーの令
和２年度経営状況の説明を受けた。条例の改正では税条例、固定資産評価審査委員会条例、福祉医
療費給付金条例の３つの条例の一部を改正する審議がなされ可決した。
　予算では一般会計補正予算（第１回）1億343万円が追加され65億3,343万円、国民健康保険事業特
別会計補正予算（第１回）1,776万円が追加され11億3,747万円を可決した。

総
括
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

こ
こ
が
知
り
た
い

こ
こ
が
知
り
た
い

令和 3 年度　6 月定例会
アフターコロナに向けた補正予算となるか期待！

一般会計補正予算額 1億 343 万円の内訳

予備費 1,701

教育
13,968消防費

3,266
土木費
4,787

商工費
25,000

農林水産業費 3,938 衛生費 903

民生費
23,622

総務費
26,251

諸収入 900
町債 4,000

国庫支出金
91,315

県支出金 5,140
繰入金 2,081

歳　出 歳　入

観光地域づくり推進事業　１,５００万円

・ウィズコロナ着地型観光プロモーション事業
　500 万円

・清流苑リブランディング事業	 300 万円
・学びの旅プログラム開発	 300 万円
・観光関連事業販路開拓補助金	 400 万円

質
問

　観
光
着
地
型
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、
主

に
宣
伝
広
告
が
多
い
が
。

答
弁

　県
内
に
町
の
Ｐ
Ｒ

発
信
を
強
め
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
の
タ
ウ
ン
情
報
誌
・

新
聞
な
ど
を
活
用
し
て
町

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。

昨
年
の
反
響
が
大
き
く
効

果
が
見
ら
れ
た
の
で
進
め

た
い
。

質
問

　清
流
苑
リ
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
は
、（
一

社
）
南
信
州
ま
つ
か
わ
観

光
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

へ
の
委
託
料
で
あ
る
が
公

営
企
業
会
計
に
向
け
て
の

内
容
は
。

答
弁

　「
清
流
苑
リ
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
は
、

来
年
４
月
か
ら
清
流
苑
公

営
企
業
会
計
へ
の
移
行
を

目
指
し
、
持
続
可
能
な
経

営
体
制
を
構
築
し
て
い
く

た
め
の
調
査
分
析
を
委
託
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
協
力
も

得
て
進
め
る
。

質
問

　学
び
の
旅
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、
元
教
育
長

が
行
う
と
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
内
容
は
。

答
弁

　団
体
旅
行
が
難
し

い
な
か
で
個
人
旅
行
の
次

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、

教
育
旅
行
を
見
据
え
て
い

る
。　今

後
は
国
際
交
流
や
学

校
交
流
を
計
画
し
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
発
を
進
め
て
い
く
。

（単位：千円）

ウィズコロナに取り組む旅の案内所
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　日
報
を
作
成
さ
れ
て
い
る
な
か
で
収
入
の
予
測

は
出
来
た
は
ず
。
仕
事
の
や
り
方
に
問
題
が
あ
る
。

水
道
料
金
徴
収
問
題
も
あ
り
、
仕
事
の
見
直
し
を

検
討
す
べ
き
。

商工業振興費　８００万円

・店舗リフォーム補助金	 300 万円
・賑わい支援事業補助金	 500 万円

質
問

　店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
増
額
の
理
由
は
。

答
弁

　ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
へ

向
け
店
舗
改
修
の
問
合
せ

が
複
数
件
あ
り
、
そ
の
対

応
と
し
て
当
初
予
算
３
件

に
加
え
、
10
件
分
を
増
額

補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

質
問

　賑
わ
い
支
援
事
業

の
内
容
と
窓
口
は
。

答
弁

　商
工
会
、
地
元
新

井
商
店
街
の
有
志
と
集
落

支
援
員
が
関
わ
り
会
議
を

重
ね
、
地
道
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
販
路
拡

大
も
含
め
、
空
き
店
舗
の

活
用
や
魅
力
の
発
信
の
た

め
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

立
ち
上
げ
る
。
複
数
の
団

体
の
取
り
ま
と
め
役
と
し

て
商
工
会
が
担
当
す
る
。

質
問

　保
育
所
費
の
、
福

与
保
育
園
木
製
フ
ェ
ン
ス

制
作
委
託
料
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答
弁

　県
の
「
子
ど
も
の

居
場
所
」
木
質
空
間
整
備

事
業
補
助
金
を
活
用
。
町

内
産
の
木
材
を
使
っ
て
、

園
と
の
境
の
一
部
に
フ
ェ

ン
ス
を
設
置
す
る
。
地
元

材
を
伐
採
か
ら
製
材
ま
で

を
委
託
す
る
。

質
問

　子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
遊
具
費
の
内
容
は
。

答
弁

　新
し
い
遊
具
の
設

置
、
技
巧
台
の
購
入
に
充

て
る
。
屋
外
で
は
小
さ
な

子
ど
も
用
の
ブ
ラ
ン
コ
、

滑
り
台
、
ス
プ
リ
ン
グ
遊

具
な
ど
を
購
入
。
室
内
で

は
跳
び
箱
、
一
本
橋
な
ど

運
動
用
具
を
予
定
。

児童福祉費　２,１９２万円

・保育所	 290 万円
・子育て支援センター	 470 万円
・児童館	 106 万円
・子育て世帯臨時特別給付金　　	1,325 万円

意 

見

最
終
日 

弾
力
条
項
適
用

　６
月
21
日
定
例
会
最
終
日
に
令
和
２
年
度
松
川

町
水
道
事
業
会
計
に
弾
力
条
項
を
適
用
し
、
水
道

料
金
と
受
益
者
負
担
金
増
に
よ
り
消
費
税
支
払
い

分
を
増
額
す
る
報
告
を
受
け
た
。

※弾力条項適用とは
公営企業会計において、業務量の増加により直接必要な経
費に不足が生じたときは、増加する収入に相当する金額を
直接必要な経費に使用することができるもの。

【弾力条項適用額】

歳入 （単位：千円）

予算科目 当初予算額 調定額 増減額
弾力条項
適用額

水道料金 256,163 260,035 3,872
受益者
負担金 2,640 7,660 5,020

計 258,803 267,695 8,892 685

歳出

予算科目 当初予算額 調定額 増減額
弾力条項
適用額

消費税 11,000 11,685 685 685

計 11,000 11,685 685 685

ぷらっとにて賑わい会議が進行中

遊具が新調される予定の子育て支援センター「おひさま」
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　所
得
割
の
税
率
が
重
く
、

均
等
割
と
平
等
割
が
低
い
な
か
中

間
所
得
層
の
負
担
が
重
く
、
不
公

平
で
あ
る
。

　
　
　
　

  

松
井
議
員

６
月
定
例
会
で
改
正
さ
れ
た
条
例

松
川
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

全
員
賛
成
で
可
決

「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
」
政
令
の
改
正
が
あ
り
、
そ
れ

に
伴
っ
て
、
条
例
を
改
正
す
る
。

・
個
人
町
民
税
に
係
わ
る
扶
養
親
族
の
取
り
扱
い
の
見
直
し
。

・
寄
付
金
税
額
控
除
に
お
け
る
寄
付
金
の
範
囲
の
見
直
し
。

・
特
定
一
般
用
医
薬
品
な
ど
購
入
費
を
支
払
っ
た
場
合
の
医
療
費
控
除
の
特

例
の
延
長
。

・
法
律
改
正
に
あ
わ
せ
た
改
正
。

松
川
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

	

賛
成
多
数
で
可
決

「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
」
政
令
の
改
正
が
あ
り
、
そ
れ

に
伴
っ
て
、
条
例
を
改
正
す
る
。

・
押
印
な
ど
の
見
直
し
に
よ
る
改
正
。（
審
査
申
出
書
の
押
印
を
削
除
）。

・
項
ず
れ
に
よ
る
改
正
。

　
　
　
　総
務
省
で
は
地
方
税
関
係
書
類
の
う
ち
納
税
者
な
ど
の
押
印
を
求

め
る
も
の
に
つ
い
て
押
印
を
不
要
と
し
て
い
る
。
今
回
は
町
民
生
活
に
大
き

な
影
響
は
な
い
改
正
で
あ
る
。
仕
事
の
進
め
方
と
し
て
条
例
全
般
を
見
直
す

べ
き
で
あ
る
。 

加
賀
田
議
員

　
　
　
　賛
成
で
は
あ
る
が
押
印
に
つ
い
て
は
住
民
生
活
に
影
響
が
あ
る
も
の

を
先
に
改
訂
す
べ
き
で
あ
る
。
仕
事
の
効
率
性
も
考
慮
す
べ
き
。

 

森
谷
議
員

松
川
町
福
祉
医
療
費
給
付
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成
で
可
決

・
柔
道
整
復
施
術
療
費
の
現
物
給
付
方
式
を
高
校
卒
業
ま
で
導
入
。

・
精
神
障
が
い
者
２
級
の
補
助
対
象
範
囲
を
通
院
全
診
療
科
に
拡
大
。

反
対

賛
成

国保運営の県単位化から3年経過
令和3年度　国民健康保険料は据置

令和３年度国民健康保険特別会計

（第１回補正予算後）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1回）

は税収入 1,044 万円、繰越金 732 万円の増額と

なり全額が予備費として提案された。

令和３年度国民健康保険料税率
所得割 均等割 平等割

医療分 5.70％ 15,000円 13,300円

支援分 2.55％ 9,200円 7,800円

介護分 2.32％ 9,500円 6,500円

財産収入
20

繰入金 99,667
繰越金 10,916 諸収入 8,009

使用料・手数料 201

国民健康保険
事業費納付金
304,545

基金積立金 20
保健事業費 17,756

総務費 8,594諸出金 11,149
予備費 20,510

歳　入

歳　出

国民健康保険税
234,853

県支出金
783,804

保険給付費
774,895

（単位：千円）

討

　論

　国
民
健
康
保
険
税
率
は
据
置
と

な
り
、
税
条
例
の
改
正
は
な
か
っ

た
。
日
頃
か
ら
地
域
住
民
に
寄
り

添
い
積
極
的
に
援
助
し
た
行
政
の

努
力
と
、
町
民
の
健
康
に
対
す
る

意
識
が
高
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　将
来
的
に
は
長
野
県
と
し
て
統

一
し
た
税
率
に
す
る
こ
と
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
統
一
に
向
け
た
困

難
要
因
を
ど
う
解
決
し
て
い
く
か

が
難
題
で
あ
る
。

討

　論

反
対
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　すでに執行された専決処分の内容と３月議会で予算化された中学校のトイレ改修の契約締結につ
いて審議が行われた。

令和３年 第２回臨時議会（令和３年５月19日）

88億円まで膨張！
補正前の金額 補正額 計

8,738,229 91,090 8,829,319

歳入の主なもの （単位：千円）

補正前の額 補正額 計

地方交付税 2,474,814 143,916 2,618,730

繰入金 206,523 ▲ 47,151 159,372

歳出の主なもの

補正前の額 補正額 計

教育費ネット
ワーク整備 798,347 ▲ 11,900 786,447

予備費 50,274 115,104 165,378

令和２年度一般会計
補正予算第 11 回（専決処分）

（単位：千円）

　令和２年度は当初予算の約 60 億円

から 11 回もの補正により、約 28 億

円が増額で最終的には約 88 億円と

なった。１年間コロナ関連の事業に

多くが計上された異例の年となった。

　今回の臨時議会では国からの交付

金が決定し、余剰分を予備費に繰り

入れたとの報告があった。

　その他減額補正などもあり内容的

に専決処分とした事に疑問の声も

あったが、賛成多数で承認された。

反

　対

　予
備
費
の
確
保
が
大

き
な
目
的
と
の
こ
と
だ

が
本
来
は
き
ち
ん
と
し

た
財
源
が
あ
っ
て
予
備

費
を
計
上
す
べ
き
だ
。

　５
月
に
専
決
処
分
と

い
う
の
は
納
得
で
き
な

い
。　ま

た
、
各
種
の
減
額

補
正
を
専
決
で
帳
じ
り

を
合
わ
せ
る
べ
き
で
は

な
い
。

加
賀
田
議
員

討 

論

反

　対

　入
札
価
格
が
予
定
価
格
の

９
９
・
７
％
と
は
不
思
議
だ
。

　こ
の
よ
う
な
数
字
が
出
る

事
は
、
入
札
方
法
の
透
明
化

が
実
現
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
疑
問
に
思
う
。

　

川
瀬
議
員

　町
長
か
ら
は
９
９
・
７
％

と
い
う
落
札
価
格
に
対
し
て
、

偶
然
の
結
果
だ
と
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
不
信
感
を
持
つ
。

　過
去
に
も
こ
の
よ
う
な
事

例
が
あ
り
、
公
正
取
引
委
員

会
に
通
報
し
て
い
る
な
か
で
、

ま
た
こ
の
よ
う
な
数
字
が
出

た
事
は
残
念
だ
。

　

加
賀
田
議
員

討 

論

松川中学校トイレ改修工事請負契約の締結を可決
１億1,440万円（入札方法　事後審査型一般競争入札）
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 議場の汎用 化とICT化 議会の
　 うごき

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
踏
ま
え
た
災

害
対
応
と
し
て
災
害
時
の
情
報
共
有
、
W
e
b
会

議
が
で
き
る
よ
う
に
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
I
C
T
化
に
着
手
し
ま
す
。
老
朽
化
し
た

音
響
シ
ス
テ
ム
更
新
と
議
場
改
修
工
事
に
あ
わ
せ

て
、「
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
」
の
実
現
と
、
効

率
的
で
迅
速
な
議
会
運
営
を
進
め
、
議
場
の
有
効

活
用
を
行
い
ま
す
。

　
改
修
の
目
的

①
開
か
れ
た
町
議
会
の
実
現

②
議
場
設
備
の
近
代
化

③
議
場
設
備
の
有
効
活
用

④
議
会
運
営
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

⑤
行
政
と
議
会
で
の
情
報
の
共
有
化

　
改
修
の
内
容

①
議
場
音
声
シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え

②
議
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整
備

③
多
目
的
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
整
備

④
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線
の
整
備

⑤
一
般
向
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
の
整
備

⑥
議
場
机
の
電
源
環
境
の
整
備

⑦
TV
会
議
シ
ス
テ
ム
対
応
環
境
の
整
備

⑧
移
動
式
多
目
的
TV
会
議
シ
ス
テ
ム
の
整
備

⑨
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
表
示
装
置
の
整
備

⑩
議
場
照
明
設
備
の
改
修

⑪
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
感
染
症
対
策
の
整
備

⑫
多
目
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
整
備

去
年
ま
で
の
議
場
利
用

は
年
４
回
の
定
例
会
の
本

会
議
（
初
日
、
総
括
質
疑
、

一
般
質
問
、
最
終
日
）
の

16
回
の
他
、
臨
時
議
会
の

年
数
回
し
か
使
用
し
て
い

ま
せ
ん
。
全
員
協
議
会
や

委
員
会
は
会
議
の
出
席
者

の
人
数
に
よ
り
、
協
議
会

室
や
委
員
会
室
で
の
開
催

で
し
た
。

議
会
で
は
、
数
年
前
よ

り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
本
会
議
だ
け
で
な
く

全
員
協
議
会
や
、
各
常
任

委
員
会
を
、チ
ャ
ン
ネ
ル
・

ユ
ー
を
使
っ
て
放
送
の
検

討
を
重
ね
て
、
順
次
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
チ
ャ
ン

ネ
ル
・
ユ
ー
を
使
っ
て
放

送
す
る
に
あ
た
り
、
現
庁

舎
建
設
当
時
の
設
備
で
は
、

映
像
や
マ
イ
ク
の
切
り
替

経

緯
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 議場の汎用 化とICT化
え
な
ど
、
複
数
の
ス
タ
ッ

フ
が
必
要
で
、
複
数
の
会

議
室
に
放
送
設
備
を
設
置

す
る
こ
と
は
費
用
的
に
も

難
し
い
と
考
え
、
議
場
の

み
を
改
修
す
る
事
と
し
ま

し
た
。

今
回
の
改
修
で
視
聴
覚

室
の
よ
う
な
使
用
が
で
き
、

議
会
の
近
代
化
は
も
ち
ろ

ん
非
常
時
で
の
災
害
対
策

本
部
、
一
般
の
住
民
の
方

の
説
明
会
や
研
修
会
な
ど

に
使
用
し
て
頂
け
る
施
設

と
な
り
、
使
用
頻
度
も
増

え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
会
で
は
10
年
ほ
ど
前

か
ら
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

提
案
し
、
先
進
地
視
察
と

研
修
を
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
間
に
喬
木
村
で

は
７
年
前
に
高
森
町
で
は

２
年
前
に
、
飯
田
市
で
も

本
年
度
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
よ
る
議
会
運
営
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
で
は
資
料
の
す
べ
て

が
電
子
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

印
刷
さ
れ
た
資
料
の
量
は

一
年
で
一
人
当
た
り
リ
ン

ゴ
箱
数
箱
分
に
な
っ
て
い

ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
な
れ
ば

紙
代
や
印
刷
代
な
ど
削
減

で
き
る
他
、チ
ャ
ン
ネ
ル
・

ユ
ー
で
も
資
料
が
写
し
出

さ
れ
視
聴
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
用
し
町
民
の
方
に

議
会
の
内
容
を
よ
り
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ま

た
、
過
去
の
関
連
資
料
を

見
な
が
ら
会
議
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
や
電
気
配
線

を
含
め
整
備
し
て
い
き
ま

す
。
シ
ス
テ
ム
全
体
の
運

用
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

過
大
な
も
の
に
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

暗
か
っ
た
議
場
の
照
明

も
L
E
D
化
し
傍
聴
席

も
含
め
て
明
る
く
改
修
し

ま
す
の
で
、
改
修
後
は
是

非
傍
聴
し
て
頂
く
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　

　広
聴
部
長

　

坂
本

　勇
治

町
内
基
幹
道
路
及
び
町
道
の
現
状
と
課
題
は

　議
会
で
は
５
月
18
日
に
飯
田
建
設
事
務
所

　

細
川
容
宏
所
長
に
お
願
い
し
、
松
川
町
内
の
国

道
、
県
道
及
び
町
道
の
現
状
に
つ
い
て
勉
強
会

を
開
催
し
た
。

現
状
分
析
と
課
題

町
道
は
一
級
幹
線

路
（
約
48
㎞
）、
二
級

幹
線
路
（
約
49
㎞
）
及

び
そ
の
他
の
町
道（
約

2
5
8
㎞
）毎
に
管
理

さ
れ
て
い
る
。

幹
線
一
級
、
二
級
路

線
は
昭
和
58
年
当
時
の

建
設
省
の
認
可
に
よ
り

決
定
さ
れ
、
そ
の
後
の

変
更
の
要
請
は
な
い
。

　町
内
を
走
る
国
道

１
５
３
号
の
距
離
が
短

い
。近

隣
の
同
規
模
町
村

と
比
較
す
る
と
幅
員

5.5
m
へ
の
改
良
率
は
、

松
川
町
の
特
徴
と
し
て
、

辺
地
と
指
定
さ
れ
て
い

る
区
域
を
通
過
す
る
路
線

も
多
く
、
幅
員
5.5
m

に

該
当
し
な
い
路
線
が
多
い

た
め
低
い
。

東
西
に
長
い
町
の
地
形

に
も
関
わ
ら
ず
、
主
要
幹

線
は
中
心
地
を
通
る
松
川

イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
が
あ
る

が
、
他
の
東
西
の
主
要
幹

線
に
つ
い
て
は
定
ま
っ
て

い
な
い
。

課
題
を
直
視
し
検
討

リ
ニ
ア
新
幹
線
開
通
後

に
向
け
て
、
町
内
の
道
路

計
画
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

な
ど
、
課
題
が
多
い
。

特
に
東
西
に
横
断
す
る

道
路
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

国
道
１
５
３
号
に
つ
い

て
は
、
改
良
促
進
期
成
同

盟
会
が
飯
島
町
、
中
川

村
、
高
森
町
、
松
川
町

の
４
町
村
で
発
足
し
、

改
良
に
向
け
て
町
と
し

て
検
討
を
急
が
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

勉
強
会
で
得
た
情
報

を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
、

国
道
、
県
道
も
含
め
て

町
道
幹
線
路
整
備
の
全

体
像
を
見
極
め
る
必
要

が
あ
る
。

国
土
強
靭
化
計
画
、

都
市
計
画
に
基
づ
く
道

路
計
画
及
び
整
備
に
伴

い
、
早
急
に
検
討
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
案
件
、

将
来
像
を
見
据
え
て
計

画
す
る
案
件
な
ど
を
整

理
し
、
議
会
と
し
て
行

政
へ
積
極
的
に
提
案
で

き
る
よ
う
検
討
を
進
め

る
。

　総
務
産
業
建
設

　常
任
委
員
長

中
平
文
夫
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6月7日（月）に社会文教常任委員会、6月9日 （水）に総務産業建設常任委員会を行い、委員会ご
とに現地調査を実施しました。
※常任委員会とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に調査と審 査を分担し、能率的に処理するために設置された機関です。

社 会 文 教
常任委員会

社会文教常任委員会は、住民税務課・保健福祉課・教
育委員会（こども課・生涯学習課）・会計室の分野を
担当しています。

答　弁質問・意見

①教育費委託金で、不登校児童生

徒に対する学びの継続支援事業

６９万２,０００円については、どのよう

な内容か。

②教育委員会事務局費で学校運営協

議会委員の１６万３,０００円増と、小・中

学校評議員７万円減となっている。学

校評議員制度から学校運営協議会

となることについて、どのような経

緯なのか。

③子育て支援センター費のエアコン更

新他２３０万５,０００円についてどこへ

の設置になるのか。

④保健衛生総務費の授乳・育児相談券

の発行４２万円について、どのような

時に相談券が必要なのか。

⑤国保会計の今年度の歳入見込の所

得の落ち込みが少なかったと報告が

あった。税率を据え置くのではなく、

引き下げを考えられたのではないか。

①生徒指導専門員１人の賃金として、主に中学校

をモデルに、家庭以外で取り組める居場所づく

りを提案していく。

②学校運営協議会委員１２人分の報酬を計上。経

緯については、国から学校運営協議会コミュニ

ティスクールへ移行をしていく取り組みが推進

されている。保育園から中学校まで、一体的に

子どもと地域が連携して進めていく。

③普段使用している２部屋のエアコンが古くなり

暖房が効かなくなってきた。各１台を更新し対応

をしていく。

④相談券は、出産から１歳６か月になる保護者に対

して授乳・育児に関する相談時にかかる費用の

一部を負担し軽減、相談しやすい体制にするも

の。

⑤農業所得などコロナの関係で当初よりも少な

くなる見込みであったが実際の税収は上がっ

ていた。今後の県下の税水準統一化を見据え、

今回の税率は据え置きとした。

広くなったオレンジカフェ マニュアルに沿った接種会場

調査・研究
午後は、5 月に名子から福
与へ移転をしたオレンジカ
フェと、ワクチン接種会場の
名子原体育館の視察を行い
ました。
接種手順の流れ、救急対応
や夏場に向けた環境整備に
ついて説明を受けました。
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答　弁

6月7日（月）に社会文教常任委員会、6月9日 （水）に総務産業建設常任委員会を行い、委員会ご
とに現地調査を実施しました。
※常任委員会とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に調査と審 査を分担し、能率的に処理するために設置された機関です。

質問・意見

①店舗リフォーム増３００万円について改
修を希望する店舗が、１０件以上を超
えるような場合には、どのように対
応するか。

②議場汎用化改修は議会からも数年に
わたる懸案事項である。町民の方が
会議などで使用でき、経費のかから
ないような選択肢を考えて、これか
らどのように進めていくか。

③賑わい支援事業費５００万円について
サイト開設で行う話であるが、これか
らの方向性と、これだけで本当に支
援となるか、特に弱者への支援とな
り得るか。

④観光関連事業の販路開拓補助金に
ついて、旅行業に携わる有資格者の
人たちもいる。コロナ禍でインバウン
ドがいつできるか分からないが再開
を見据えた考えを。

⑤非常備消防費、夜間活動用のベスト
について、夜間出動する消防団員の
皆さんは危険を伴いながら活動に励
まれ、安全性を考慮するに必要と思
われるが。

⑥危機突破推進支援金で町として支援
されているが今回の支援はどのよう
であるか。

①ウイズコロナ、アフターコロナへの対応策として、
当初分と合計で１３件分となる。

　申請の状況により対応する。

②改修の目的は、設備の老朽化による改修にあわ
せて音声や照明、インターネット環境・オンライ
ン会議環境整備をする。導入する機器の選定な
どは先進自治体や、議会と協議をしながら導入
を進め、町民の皆さんにも施設の有効活用を図
りたい。

③一つのツールとしてポータルサイトを構築する。
商店街を紹介するだけでなく、新たな販路の開
拓と、ブランディング・プロモーションの部分を
行う予定。これだけでは弱者支援は厳しい、今
後は検討する。

④早くても、来年度以降になる。今は具体的な計
画はないが、学校関係者との交流というところ
を中心にと考えている。繋がりをもってインバウ
ンドに向けた交流を考える。

⑤現役の団員分１８２人全員分と考えている。ハッ
ピでの夜間活動は視認性が悪く、氏名は入れ
ず階級と反射材の入った安全チョッキとする。

⑥感染予防対策のほかに、新しく資材の購入、販
路の開拓に向けた新しい取組や、ダイレクト
メールの活用などに利用できる。

リニア残土の仮置場を現地調査 完成間近の防災倉庫

調査・研究
午後は資材の調達が遅れ、
約１ヶ月完成が延びてい
る防災倉庫の進捗状況の
確認。リニア残土の仮置
場として予定している浄
化センターの説明を受け
ました。

総務産業建設
常任委員会

総務産業建設常任委員会は、総務課・まちづくり政策
課・産業観光課・リニア対策課・建設水道課・議会事
務局の分野を担当しています。

令和３年度補正予算
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令和 3年第 2回臨時会議決結果

議　　決　　結　　果

●多数意見により議決されたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成○　反対●

件　　　　名
塩
沢
貴
浩

米
山
義
盛

加
賀
田
亮

米
山
郁
子

川
瀬
八
十
治

大
蔵

　洋

中
平
文
夫

菅
沼
一
弘

坂
本
勇
治

森
谷
岩
夫

米
山
俊
孝

間
瀬
重
男

松
井
悦
子

結果 内　　　容

専 決
令和 2年度松川町一般会計補正予
算 ( 第 11 回 ) について

〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認
9,109万円追加し、88億2,931万円
とする。

締 結
令和 2年度学校施設環境改善交付
金事業　松川中学校トイレ改修工事
請負契約の締結について

〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
勝間田建設㈱と契約。1 億 1,440
万円。

●全員一致で議決されたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
件　　　　名 結果 内　　　容

専

決

条 例 松川町税条例等の一部を改正する条例の制定について 承認
地方税法等の一部を改正する法律等が施行され
たことによるもの。

補 正
予 算

令和 2年度松川町国民健康保険事業特別会計補正予算
( 第 5回 ) について

承認 11 億 2,684 万円とする。

選 任 松川町固定資産評価員の選任について 同意 岡田　憲輔氏（新任）

4月～6月　　主な議会日程

令和 3年第 2回定例会議決結果

●多数意見により議決されたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成○　反対●

件　　　　名
塩
沢
貴
浩

米
山
義
盛

加
賀
田
亮

米
山
郁
子

川
瀬
八
十
治

大
蔵

　洋

中
平
文
夫

菅
沼
一
弘

坂
本
勇
治

森
谷
岩
夫

米
山
俊
孝

間
瀬
重
男

松
井
悦
子

結果 内　　　容

条 例
松川町固定資産評価審査委員会条
例の一部を改正する条例の制定に
ついて

〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
地方税法等の一部を改正する法
律等が施行されたことによるも
の。

補正予算
令和３年度松川町国民健康保険事
業特別会計補正予算（第 1 回）に
ついて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 可決
1,776 万円追加し、11 億 3,747 万
円とする。

●全員一致で議決されたもの
件　　　　名 結果 内　　　容

条　例

松川町税条例の一部を改正する条例の制定について 可決
地方税法等の一部を改正する法律等が施行された
ことによるもの。

松川町福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例の制
定について

可決
福祉医療費給付事業について、長野県で一部見直
しを実施することに伴うもの。

補正予算 令和 3年度松川町一般会計補正予算（第 1回）について 可決 1億 343 万円追加し、65 億 3,343 万円とする。

4月13日（火）	社会文教常任委員会委員と
　　	 結婚相談員との懇談会
　　　21日（水）	議会全員協議会
	 リニア対策特別委員会
	 議員協議会
　　　28日（水）	議会運営委員会
5月　7日（金）	リニア対策特別委員会
	 広聴部会
　　　14日（金）	議会全員協議会
	 議員協議会
　　　18日（火）	議員勉強会
　　　19日（水）	第2回臨時議会

	 社会文教常任委員会
　　　25日（火）	議会全員協議会
6月　2日（水）	議会改革推進会議
　　　　3日（木）	第2回議会定例会　開会
　　　　7日（月）	社会文教常任委員会
　　　　9日（水）	総務産業建設常任委員会
　　　16日（水）	第2回定例会　一般質問
　　　21日（月）	議会全員協議会
	 第2回議会定例会　閉会
　　　23日（水）	リニア対策特別委員会
　　　24日（木）	広報部会
　　　30日（水）	広報部会
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問答

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
ど
う
推
進
す
る
か

共
に
考
え
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
す

中平文夫 議員

（
問
）
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
、

懇
談
会
モ
デ
ル
区
に
な
ぜ

生
東
区
と
し
た
か
。

（
町
長
）
町
内
の
他
地
区

と
比
較
し
て
も
、
人
口
減

少
、
高
齢
化
、
役
員
兼
務

が
顕
著
で
あ
る
。
昨
年
度

よ
り
独
自
に
区
、
自
治
会

の
在
り
方
、
こ
れ
は
統
合

も
含
め
て
検
討
し
始
め
て

い
る
地
域
で
あ
る
た
め
に

お
願
い
す
る
。

（
問
）
進
め
る
に
は
地
域

の
皆
さ
ん
と
の
話
し
合
い

と
理
解
が
重
要
と
な
る
。

ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
が

行
わ
れ
て
い
る
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　10
団
体
と
の
話
し
合
い

を
行
い
、
活
動
内
容
や
課

題
、
地
域
と
の
か
か
わ
り

あ
い
を
把
握
し
、
自
分
た

ち
の
地
域
は
、
ど
う
あ
る

べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

（
意
見
）
地
域
の
課
題
は

何
か
と
考
え
た
場
合
、
団

体
と
い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
毎

の
話
し
合
い
も
大
事
で
あ

る
が
、
地
域
全
体
の
女
性

や
小
中
学
生
も
含
め
た
話

し
合
い
を
行
い
、
理
解
さ

れ
る
こ
と
が
重
要
。

（
問
）
自
治
会
対
策
会
議

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
成

果
を
上
げ
る
に
は
十
分
な

準
備
が
必
要
で
あ
る
。
た

だ
単
に
行
う
だ
け
で
は
意

味
が
な
い
。
ど
の
よ
う
な

準
備
を
し
て
何
を
話
し
合

う
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　自
治
会
の
在
り
方
を
、

模
索
す
る
会
議
と
し
て
立

ち
上
げ
る
。自
治
会
の
困
り

事
な
ど
を
中
心
に
、今
ま
で

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析
し

た
資
料
な
ど
を
応
用
す
る
。

（
問
）
共
通
の
問
題
点
と

し
て
の
充
て
職
に
つ
い
て

ど
う
解
決
す
る
か
。

（
総
務
課
長
）
必
要
性
も

含
め
て
全
庁
的
に
見
直
し

を
検
討
す
る
。

（
意
見
）
思
い
切
っ
た
提

案
が
必
要
で
あ
る
。

住民同士が話し合い、考え、動けば、変わっていく

（
問
）
生
東
区
を
モ
デ
ル

と
し
た
集
落
支
援
員
の
配

置
は
ど
の
よ
う
な
組
織
を

考
え
て
い
る
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　令
和
４
年
度
よ
り
設
置

す
る
方
向
で
区
の
役
員
と

具
体
的
な
話
し
合
い
を

行
っ
て
い
る
。

（
意
見
）
最
初
か
ら
考
え

ら
れ
る
職
務
全
部
で
な
く

一
部
に
集
中
し
成
果
を
上

げ
る
方
法
が
良
い
。

（
問
）
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
を
ど
う
推
進
す
る

か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　人
口
減
少
、
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
な
ど
、
一
緒

に
考
え
て
い
く
課
題
と
認

識
し
、
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起

し
、
次
世
代
が
意
見
を
出

し
や
す
い
組
織
に
近
づ
け

る
。

（
意
見
）
非
常
に
難
題
で

あ
る
。
従
来
よ
り
役
員
の

な
り
手
不
足
、
未
加
入
問

題
は
依
然
と
し
て
解
決
す

る
手
段
が
見
い
だ
せ
て
い

な
い
。
条
例
な
ど
も
総
務

課
が
中
心
に
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。

　生
東
地
区
を
モ
デ
ル
に

す
る
に
も
、
よ
く
話
し
合

い
を
し
、
納
得
し
課
題
を

一
つ
ひ
と
つ
見
い
だ
し
、

焦
ら
ず
解
決
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
は
全
庁
的

課
題
で
あ
る
。



松川町議会だより　2021.7.15　No.15213

問答

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
の
結
果
、
旧
青
年
の
家
は
？

最
終
的
に
残
し
て
活
用
を
し
て
い
く

元
気
セ
ン
タ
ー（
仮
）は
い
つ
完
成
に
な
る
の
か

川瀬八十治 議員

（
問
）
町
の
施
設
を
長
期

的
に
利
用
し
て
い
く
た
め

に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
を

必
要
と
し
て
い
る
が
今
後

の
計
画
は
。

（
町
長
）
町
が
所
有
し
て

い
る
建
物
の
改
修
や
解
体

工
事
を
行
う
際
に
は
、
事

前
調
査
と
設
計
を
行
っ
た

上
で
工
事
の
着
手
を
行
う
。

（
問
）
旧
青
年
の
家
の
ア

ス
ベ
ス
ト
調
査
結
果
は
、

報
道
だ
け
で
な
く
、
町
民

向
け
の
報
告
が
必
要
で
な

か
っ
た
の
か
。

期待をされる
活用方法

（
町
長
）
住
民
の
皆
様
の

な
か
に
も
、
大
変
関
心
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
い

た
。
報
道
だ
け
で
は
な
く
、

情
報
提
供
と
し
て
調
査
結

果
を
今
後
は
公
開
し
て
い

く
。

（
問
）
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

の
結
果
、
改
修
か
解
体
の

ど
ち
ら
に
し
て
も
多
額
な

費
用
が
必
要
と
な
る
。

　旧
青
年
の
家
を
改
修
し

て
、
利
用
す
る
町
長
の
方

針
を
、
町
民
の
方
に
報
告

を
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
。

（
町
長
）
旧
青
年
の
家
は

大
変
た
く
さ
ん
の
方
の
議

論
の
あ
る
な
か
で
、
最
終

的
に
残
す
判
断
を
し
た
。

解
体
に
し
て
も
残
す
に
し

て
も
多
額
の
費
用
が
必
要

だ
。
費
用
な
ど
に
つ
い
て

は
、
今
後
情
報
を
発
信
し

て
い
く
。

（
問
）
元
気
セ
ン
タ
ー（
仮
）

の
建
設
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
通
り
に
進
め
て
い
く
と
、

令
和
５
年
３
月
に
開
所
に

な
る
が
計
画
通
り
と
考
え

て
良
い
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
既
存

の
建
物
を
利
用
し
た
改
修

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
検
討
を

進
め
て
き
た
。
新
た
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
再
度
検
討

し
て
建
設
を
進
め
て
い
く
。

（
問
）
解
体
工
事
は
改
築

工
事
の
時
に
同
時
に
進
め

る
の
で
は
な
く
、
別
途
で

解
体
を
す
る
計
画
は
無
い

の
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
詳
細

な
事
業
実
施
計
画
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
フ
ロ
ー
を
作

成
す
る
形
の
な
か
で
考
え

て
い
る
。
解
体
工
事
に
つ

い
て
も
、
合
わ
せ
て
進
め

て
い
く
計
画
で
い
る
。

（
問
）
元
気
セ
ン
タ
ー（
仮
）

建
設
に
つ
い
て
は
専
門
の

担
当
職
員
が
い
な
い
。
旧

青
年
の
家
と
同
様
に
担
当

の
係
が
必
要
と
考
え
る
が
。

（
町
長
）
令
和
３
年
度
産
業

観
光
課
の
商
工
観
光
係
に

つ
い
て
は
、
商
工
労
働
係
と

観
光
振
興
係
に
分
割
し
た

た
め
に
係
が
増
え
た
。設
計

支
援
業
務
を
入
れ
、
第
三

者
機
関
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
、係
の
業
務
内
容
と
職

員
体
制
を
検
討
し
て
い
く
。

（
問
）
元
気
セ
ン
タ
ー（
仮
）

の
完
成
ま
で
具
体
的
な
施

策
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

（
町
長
）
で
き
る
限
り
早

く
実
現
す
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
最
初
か
ら

軌
道
に
の
る
と
は
考
え
に

く
い
が
、
事
業
者
の
皆
様

と
協
力
、
連
携
し
な
が
ら
、

先
進
事
例
を
参
考
に
、
松

川
町
に
合
っ
た
形
の
も
の

を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
。

改築が決まった「元気センター」( 仮 )
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問答

幹
線
道
路
整
備
を
ど
う
進
め
る
の
か

先
を
見
越
し
て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

森谷岩夫 議員

（
問
）
今
一
番
の
課
題
で

あ
る
リ
ニ
ア
発
生
土
の
町

内
運
搬
道
の
決
定
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
議
会
リ

ニ
ア
特
別
委
員
会
で
も
町

民
各
位
の
声
を
聞
き
、
町

へ
提
案
し
て
あ
る
が
。

（
町
長
）前
に
説
明
会
で
お

示
し
し
た
集
中
す
る
方
向

を
や
め
、
分
散
し
て
通
過

台
数
を
少
な
く
す
る
方
向

で
進
め
て
い
る
。
松
川
イ

ン
タ
ー
へ
の
集
中
も
で
き

る
だ
け
分
散
す
る
方
向
だ
。

（
問
）今
回
の
こ
と
で
感
じ

て
い
る
が
、
松
川
町
の
道

路
網
の
う
ち
、
東
西
の
縦

線
の
整
備
が
特
に
貧
弱
だ
。

南
北
の
横
軸
に
な
る
ふ
る

さ
と
農
道
や
、
桑
園
西
山

横
断
線
な
ど
は
地
域
の
発

展
や
産
業
経
済
の
向
上
に

大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

そ
れ
に
比
べ
て
東
西
の
縦

軸
は
松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿

線
し
か
ま
と
も
な
道
路
が

な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
今
回
が
い
い
機

会
だ
と
思
う
。
発
生
土
運

搬
が
町
内
を
通
過
す
る
こ

と
で
住
民
の
暮
ら
し
に
影

響
が
多
い
。
こ
の
際
Ｊ
Ｒ

や
県
と
の
話
の
な
か
で
道

路
改
良
を
頼
め
な
い
の
か
。

（
町
長
）
運
搬
車
両
を
集

中
し
て
、
道
路
改
良
も
二

車
線
化
で
き
る
よ
う
に
期

待
し
て
い
た
が
、
住
民
要

望
や
議
会
提
言
の
よ
う
に

車
両
を
分
散
化
す
る
と
、

向
こ
う
の
立
場
で
は
造
れ

な
い
と
な
る
。
難
し
い
問

題
だ
が
、
道
路
改
良
は
時

間
を
か
け
て
や
る
し
か
な

い
。

（
問
）
こ
の
３
月
に
「
松

川
町
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
今

年
か
ら
７
年
ま
で
の
５
年

間
の
計
画
だ
が
、
国
は
災

害
や
有
事
の
際
に
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
巨
額
の
予
算
を
充

て
て
い
る
。
こ
の
な
か
で

道
路
改
良
や
整
備
は
一
番

大
事
な
も
の
と
考
え
る
が
、

特
に
基
幹
道
路
の
確
保
が

大
切
だ
。
総
花
的
に
多
く

の
細
か
い
道
路
の
改
修
な

ど
が
計
画
し
て
あ
る
が
、

幹
線
確
保
が
必
要
と
考
え

な
い
の
か
。

（
町
長
）
幹
線
は
大

事
だ
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
現
状
は
老
朽
化

し
た
橋
梁
や
、
長
い

町
道
の
改
修
も
あ
る
。

５
年
間
の
計
画
中
と

は
い
か
な
い
が
、
将

来
を
考
え
た
計
画
が

必
要
に
な
る
。
今
は

国
道
１
５
３
号
や
県

道
飯
島
飯
田
線
の
改

良
が
主
要
課
題
に

な
っ
て
い
る
。

（
問
）
就
学
し
て
の
ち
に

松
川
へ
帰
っ
て
く
る
子
が

少
な
い
。
学
校
行
事
な
ど

で
、
故
郷
を
愛
す
る
気
持

ち
の
醸
成
を
す
る
教
育
が

不
足
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
心
の
な
か
に
い
つ

も
ふ
る
さ
と
が
あ
っ
て
、

挫
折
し
た
と
き
や
、
悲
し

い
と
き
に
い
つ
も
思
い
出

片桐松川右岸に幹線を欲しい

問答

子
ど
も
た
ち
が
帰
っ
て
く
る

教
育
を

地
域
の
力
も
借
り
て
努
め
て
い
き
た
い

す
ふ
る
さ
と
が
あ
る
こ
と

が
大
事
だ
。
北
小
学
校
で

は
遠
足
が
６
年
ぶ
り
に
復

活
し
た
と
い
う
。
い
い
こ

と
だ
が
今
ま
で
遠
足
が
な

か
っ
た
こ
と
が
問
題
だ
。

校
長
権
限
で
そ
う
い
う
こ

と
に
な
る
の
か
。
教
育
委

員
会
は
指
導
や
お
願
い
が

で
き
な
い
の
か
。
教
育
委

員
会
の
や
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
ま
り
見
え
て
こ
な
い

印
象
だ
。
ま
た
評
議
委
員

会
に
変
わ
っ
た
新
た
な
組

織
が
で
き
た
よ
う
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

（
教
育
長
）
教
育
委
員
会

は
継
続
性
と
と
も
に
松
川

町
の
住
民
の
意
向
の
反
映

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
に
は
松
川
の
良

さ
が
実
感
で
き
る
よ
う
な

体
験
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
る
。
松
川
町
に
誇
り
を

持
て
る
こ
と
や
、
松
川
町

が
好
き
に
な
る
よ
う
な
教

育
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
。
前
高
坂
教
育

長
の
進
め
よ
う
と
し
て
い

た
学
園
化
構
想
の
な
か
で
、

保
育
園
・
学
校
運
営
協
議

会
と
い
う
組
織
を
立
ち
上

げ
た
。
地
域
の
代
表
や
学

校
長
も
入
っ
て
い
る
。
３

校
で
な
く
、
全
町
一
つ
で

の
も
の
だ
。
こ
の
皆
様
の

力
も
お
借
り
し
て
進
め
て

い
く
。
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塩沢貴浩 議員

（
問
）
町
長
に
松
川
町
の

教
育
に
関
し
所
見
を
伺
い

た
い
。

（
町
長
）
第
５
次
松
川
総

合
計
画
政
策
大
綱
に
基
づ

き
進
め
て
い
る
。

　切
れ
目
の
な
い
支
援
で

子
育
て
し
や
す
い
環
境
。

　地
域
全
体
で
子
ど
も
を

育
て
る
。
ま
た
地
域
の
有

志
の
方
と
協
力
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。
学
校
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
２
名
を
中
心
に

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

を
進
め
主
体
的
な
学
び
を

応
援
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
町
の
独
自
事
業
と

し
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
方
が
い
ま
す
が
、

現
在
の
業
務
と
今
年
度
の

事
業
計
画
は
。

（
こ
ど
も
課
長
）
４
月
よ

り
町
の
職
員
と
し
て
臨
床

心
理
士
、
公
認
心
理
士
の

資
格
を
持
っ
た
方
を
配
置

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
中

央
小
の
６
年
生
、
中
学
１

年
生
の
全
員
面
談
を
進
め

て
い
る
。
面
談
の
な
か
で

色
々
な
悩
み
が
聞
こ
え
て

き
て
い
る
。
本
人
の
了
解

を
頂
き
な
が
ら
各
所
と
連

携
し
て
い
き
た
い
。
継
続

的
に
面
談
は
続
け
て
い
き

た
い
。

（
意
見
）
全
員
面
談
と
共

に
、
個
人
的
に
気
軽
に
相

談
が
で
き
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
う
。
役
場
な
ど
で

気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制

も
必
要
で
あ
る
。

（
問
）
教
科
書
の
内
容
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
対
応
さ
せ
た
も

の
が
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ

イ
ジ
ー
教
科
書
で
あ
り
、

学
習
障
害
を
お
持
ち
の
生

徒
さ
ん
に
は
強
力
な
支
援

ツ
ー
ル
に
な
る
。
現
在
の

状
況
は
。

（
こ
ど
も
課
長
）
小
中
学

校
に
補
助
教
材
と
し
て
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
中
学
校
に
３
台
、
小

学
校
は
こ
れ
か
ら
の
使
用

に
な
る
が
保
護
者
の
理
解

が
重
要
に
な
る
。
保
護
者

の
理
解
を
得
な
が
ら
導
入

を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
問
）
生
理
の
貧
困
、ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
も

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

町
で
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

は
把
握
し
て
い
る
か
。

　

（
こ
ど
も
課
長
）
該
当
す

る
人
は
い
な
い
と
報
告
を

受
け
て
い
る
。
各
方
面
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
情
報

を
収
集
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
町
の
支
援
事
業
の

「
制
度
か
ら
の
孤
立
」
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
子
ど
も
、

保
護
者
、
先
生
に
情
報
の

周
知
を
図
る
必
要
が
あ
る

が
現
状
は
。

（
こ
ど
も
課
長
）
子
育
て

短
期
支
援
事
業
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
な
ど
子
ど
も
の

居
場
所
を
ま
も
る
政
策
と

し
て
重
要
な
事
業
と
考
え

る
。
児
童
相
談
所
、
学
校

と
連
携
し
な
が
ら
情
報
を

共
有
し
対
応
し
て
い
き
た

い
。

（
問
）
中
学
校
、
中
央
小
、

北
小
そ
れ
ぞ
れ
に
学
校
応

援
組
織
が
あ
る
が
現
状
は
。

ま
た
新
設
さ
れ
る
学
校
運

営
協
議
会
と
の
関
係
は
。

（
こ
ど
も
課
長
）地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
が
重

要
な
役
割
を
持
つ
。
学
校

の
先
生
と
連
携
し
地
元
の

方
へ
お
願
い
す

る
方
向
で
や
っ

て
い
る
。
応
援

組
織
同
士
の
連

携
も
学
校
運
営

協
議
会
を
通
じ

準
備
を
さ
せ
て

頂
い
て
い
る
。

（
問
）
い
じ
め

は
人
道
上
の
犯

罪
と
の
提
言
も

あ
る
。
教
育
長

の
考
え
は
。

（
教
育
長
）
全

て
が
犯
罪
と
い

う
に
は
言
葉
の

定
義
と
し
て
強

す
ぎ
る
と
感
じ

問答

松
川
町
学
園
化
構
想
の
現
状
は
？

県
と
も
連
携
し
、
地
域
と
学
校
を
繋
ぐ
政
策
を
進
め
て
い
く

出
典

：

い
ち
え
会
Ｈ
Ｐ
よ
り

る
。
友
達
間
の
ト
ラ
ブ
ル

は
ど
う
し
て
も
あ
る
が
、

な
く
す
努
力
は
積
み
重
ね

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
重

大
な
事
案
は
絶
対
に
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
危
機
意

識
を
持
っ
て
早
期
の
解
決

を
目
指
し
て
い
く
の
が
大

事
と
考
え
る
。
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問答

人
事
異
動
に
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
は
不
可
欠

理
想
論
だ
。
い
ち
い
ち
聞
い
て
ら
れ
な
い

加賀田亮 議員

（
問
）
町
長
は
今
年
度
初

め
に
大
規
模
な
人
事
異
動

を
行
っ
た
。
極
端
な
異
動

に
よ
っ
て
職
員
に
混
乱
が

生
じ
業
務
に
支
障
も
出
て

い
る
。
人
事
の
狙
い
は
。

（
町
長
）「
①
他
の
課
で
経

験
を
積
ま
せ
る
た
め
」「
②

業
務
の
停
滞
や
倦
怠
を
防

ぐ
た
め
」
だ
。

（
問
）
職
員
の
希
望
や
業

務
経
歴
に
よ
る
自
己
成
長

計
画（
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
）

は
考
慮
し
て
い
る
の
か
。

（
町
長
）
職
員
の
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
計
画
は
課
長
が

課
内
を
管
理
し
把
握
す
れ

ば
よ
い
。

（
問
）
人
事
管
理
は
各
課

長
に
と
っ
て
非
常
に
負
担

の
重
い
業
務
だ
。
今
で
さ

え
課
内
の
専
門
業
務
に
忙

殺
さ
れ
て
い
る
。
人
事
管

理
業
務
ま
で
負
わ
せ
る
の

は
過
剰
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）
研
修
を
受
け
さ

せ
れ
ば
よ
い
。

（
意
見
）
組
織
に
と
っ
て

人
事
は
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
ト
ッ
プ
が
確
実
に
把

握
す
べ
き
だ
。
組
織
の
推

進
力
は
人
事
次
第
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
し

か
し
町
長
は
①
経
験
の
蓄

積
、
②
倦
怠
の
防
止
、
程

度
の
理
解
で
人
事
異
動
を

行
っ
た
。
こ
の
問
題
は
今

後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る

と
懸
念
し
て
い
る
。

（
問
）職
員
の
希
望
や
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
は
重
要
だ
と

認
識
し
て
い
る
か
。
内
容

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

（
町
長
）
職
員
が
記
述
す

る
自
己
申
告
シ
ー
ト
を
見

れ
ば
よ
い
。

（
問
）
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

を
職
員
と
共
有
し
た
上
で

適
材
適
所
に
配
置
す
る
の

が
人
事
異
動
の
原
則
で
は

な
い
か
。

（
町
長
）
職
員
の
希
望
を

聞
い
て
い
た
ら
キ
リ
が
な

い
。
副
町
長
や
課
長
が
聴

取
す
れ
ば
よ
い
。

（
意
見
）
職
員
の
希
望
を

把
握
す
る
こ
と
を
「
希
望

を
叶
え
る
」
と
勘
違
い
し

て
い
る
。
も
し
く
は
人
事

権
を
持
つ
者
と
し
て
職
務

怠
慢
だ
。
現
代
は
地
方
公

務
員
で
も
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
を
前
提
と
し
た
人
事
異

動
が
当
た
り
前
だ
。
時
代

錯
誤
も
は
な
は
だ
し
い
。

（
問
）
人
事
異
動
に
つ
い

て
そ
の
程
度
の
見
識
し
か

持
た
な
い
町
長
が
公
約

「
日
本
一
の
職
場
」
を
実

現
で
き
る
の
か
。

（
町
長
）
公
約
で
は
な
い
。

自
分
の
話
し
た
こ
と
が
大

げ
さ
に
報
道
さ
れ
た
だ
け

だ
。

（
問
）
そ
の
程
度
の
考
え

だ
か
ら
今
回
の
人
事
異
動

は
多
く
の
問
題
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
。
最
低
で
も

課
長
、
係
長
ク
ラ
ス
の
意

向
は
把
握
す
べ
き
だ
。
異

動
前
に
町
長
自
ら
が
管
理

職
「
全
員
」
と
面
談
を
実

施
し
た
の
か
。

（
町
長
）
行
っ
て
い
な
い
。

（
問
）
人
事
権
を
持
つ
町

長
が
、
見
識
の
浅
い
考
え

で
大
規
模
な
人
事
異
動
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
多
く

の
部
署
で
業
務
の
混
乱
、

停
滞
が
見
ら
れ
る
。
こ
の

責
任
は
誰
が
負
う
べ
き
か
。

（
町
長
）
責
任
は
自
分
に

あ
る
。

（
問
）
責
任
は
「
あ
る
と

言
う
」
の
で
は
な
く
「
取

る
」
も
の
だ
。
具
体
的
に

ど
う
責
任
を
取
る
の
か
。

（
町
長
）
自
分
の
報
酬
を

減
ら
す
。

（
問
）
こ
れ
ま
で
リ
ニ
ア
、

青
年
の
家
、
元
気
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
、
町
長
の

指
導
力
の
欠
如
が
大
き
な

問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
「
責
任
を

取
る
」
た
め
に
報
酬
を
減

ら
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

（
町
長
）
な
い
。
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問答

町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う
考
え
る

５
つ
の
分
野
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る

坂本勇治 議員

（
問
）
総
合
計
画
改
訂
版

の
「
い
っ
し
ょ
に
育
て
よ

う  

一
人
ひ
と
り
が
輝
く  

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち

　ま

つ
か
わ
」
の
進
捗
状
況
は
。

（
町
長
）
各
課
に
お
い
て

令
和
２
年
度
の
実
施
状
況

を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　８
月
に
行
政
評
価
委
員

会
を
開
催
し
、
第
三
者
評

価
を
実
施
す
る
。

（
問
）
将
来
像
を
実
現
す

る
た
め
の
３
つ
の
柱
に

沿
っ
た
、
町
長
の
思
い
は
。

（
町
長
）「
あ
な
た
の
思
い

・
Ｒ
Ｐ
Ａ
＝
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
プ
ロ
セ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
、
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
事
務
作
業
の
効
率
化

・
Ａ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
Ｒ
＝
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
自
動
文
書
入
力
ソ
フ
ト

・
Ｄ
Ｘ
＝
デ 

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ー
タ
ー
の
共
有

・
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
＝
Ａ
Ｉ
に
よ
る
庁
舎
内
へ
の
問
い
合
わ
せ
業
務
の
効
率
化

を
活
か
し
ま
す
」
で
は
、

コ
ロ
ナ
過
で
集
会
が
少
な

い
な
か
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
「
町
長
へ
の
手
紙
」

と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
い
る
。

　「
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
事
に
し
ま
す
」
で
は
、

現
在
自
治
組
織
の
な
か
の

疲
弊
し
て
い
る
地
域
に
テ

コ
入
れ
を
し
て
、
地
域
活

動
の
存
続
を
支
援
し
て
い

く
。　「

住
み
よ
い
町
を
つ
く

り
ま
す
」
で
は
、
移
住
し

て
頂
い
た
方
か
ら
の
町
の

魅
力
を
聞
く
な
か
で
地
域

の
皆
様
と
共
有
し
て
い
き

た
い
。

（
問
） 

リ
ニ
ア
新
幹
線
開

通
後
を
見
据
え
た
町
の

ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
ど
う

考
え
る
。

（
町
長
）
座
光
寺
周
辺
に

で
き
る
駅
か
ら
の
国
道

１
５
３
号
の
改
良
の
他
に
、

南
北
に
つ
な
が
る
道
の
整

備
を
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
地
域
を
訪
れ
て

く
れ
る
方
が
利
用
し
や
す

い
公
共
交
通
を
、
町
だ
け

で
は
な
く
、
近
隣
の
町
村

と
連
携
し
て
い
く
。

（
意
見
）
町
の
将
来
の
安

心
安
全
と
商
工
業
の
発
展

を
見
据
え
、
片
桐
松
川
の

両
側
の
道
路
の
歩
道
付
き

２
車
線
化
は
必
要
不
可
欠

だ
と
思
う
。

　Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て
道
路

改
良
を
す
る
２
度
と
無
い

チ
ャ
ン
ス
に
町
は
、
残
土

運
搬
の
分
散
化
を
選
ん
だ
。

　一
般
的
に
１
日
３
０
０

台
の
交
通
量
の
増
は（
１
，

０
０
０
台
を
超
え
る
と
影

響
が
出
始
め
る
）、
通
常

の
通
行
に
は
全
く
影
響
は

出
な
い
筈
、
に
も
拘
ら
ず
、

Ｊ
Ｒ
は
道
路
整
備
を
提
案

し
て
く
れ
て
い
た
。
残
土

運
搬
を
分
散
化
す
れ
ば
、

ま
す
ま
す
整
備
を
す
る
理

由
が
無
く
な
る
こ
と
に
な

り
、
Ｊ
Ｒ
と
県
負
担
で
の

改
良
は
あ
き
ら
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　非
常
に
残
念
で
あ
る
。

（
問
） 

住
民
へ
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
と
事
務
処
理
の
効

率
化
を
目
指
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
つ
い
て
現
状
は
。

（
町
長
） 

令
和
２
年
度
に

先
進
技
術
活
用
推
進
協
議

会
及
び
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に

加
盟
し
た
。

　令
和
３
年
度
は
、「
Ｒ
Ｐ

Ａ
化
」「
Ａ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
Ｒ
」「
内

部
事
務
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
」「
電
子
契
約
」
の

５
チ
ー
ム
編
成
を
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
費
用
面

の
課
題
も
考
え
、
複
数
の

自
治
体
間
で
共
同
利
用
を

模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

（
問
）
教
育
施
設
に
お
い

て
、
小
中
の
学
校
施
設
の

耐
震
補
強
は
済
ん
で
い
る

が
、
躯
体
の
耐
用
年
数
と

将
来
の
教
育
環
境
へ
の
適

用
な
ど
支
障
が
出
る
の
で

は
と
心
配
し
て
い
る
。
長

期
的
に
は
、
改
築
も
視
野

に
入
れ
た
協
議
が
必
要
だ

と
思
う
。
学
園
化
構
想
も

あ
る
な
か
で
統
廃
合
や
小

中
一
貫
校
に
つ
い
て
も
話

し
合
い
を
持
つ
時
期
が
来

て
い
る
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。

（
こ
ど
も
課
長
）
学
園
化

構
想
は
一
貫
教
育
と
い
う

こ
と
で
、
今
の
施
設
を
残

し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
分
散

し
て
取
り
組
め
る
方
法
を
、

想
定
し
な
が
ら
進
め
て
い

る
。

片桐松川側道は松川町の将来の産業・観光の発展には不可決！
歩道付２車線道路が望まれる。
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問答

子
育
て
世
代
支
援
の
更
な
る
充
実
を
！

給
付
金
以
外
に
も
総
合
的
に
子
育
て
支
援
を
取
り
組
む

米山義盛 議員

（
問
）
松
川
町
広
報
７
月

号
は
子
育
て
支
援
と
い
う

こ
と
が
ト
ッ
プ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
町
内
で
出
生
さ

れ
た
お
子
さ
ん
へ
の
支
援

金
の
状
況
の
説
明
を
。

　

（
町
長
）
昨
年
度
の
出
生

数
は
66
名
、
そ
の
前
年
度

は
74
名
、
平
成
30
年
度
が

89
名
で
、
年
々
減
少
し
て

い
る
。
子
育
て
支
援
金
の

支
給
事
業
は
、
第
１
、
２

子
に
は
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
、

第
３
子
以
降
は
10
万
円
を

支
給
し
て
い
る
。
支
給
方

法
は
、
半
額
は
現
金
、
半

額
は
マ
ー
く
ん
商
品
券
で

あ
る
。

　全
国
的
に
は
出
生
率
向

上
策
に
つ
い
て
、
当
町
の

よ
う
な
直
接
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
一
方
で
、
十
分
な

効
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と

や
、
財
政
上
の
理
由
か
ら

回
避
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。

（
問
）
今
ま
で
の
社
会
経

済
の
展
開
の
な
か
で
、
非

正
規
就
労
が
増
え
、
結
婚

や
子
育
て
に
は
非
常
に
厳

し
い
な
か
で
出
生
率
の
低

下
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の

な
か
で
自
治
体
は
、
若
い

人
た
ち
を
迎
え
子
ど
も
を

誕
生
さ
せ
た
い
と
、
そ
れ

ぞ
れ
努
力
し
て
き
て
い
る
。

松
川
町
の
場
合
は
、
第
２

子
目
を
５
万
円
か
ら
若
干

増
額
で
き
な
い
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
子
育

て
支
援
金
の
関
係
で
、
支

援
金
の
受
給
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

給
付
額
に
つ
い
て
適
当
と

の
回
答
は
65
％
、
少
な
い

と
の
回
答
は
32
％
で
あ

る
。
出
生
の
手
助
け
に
有

効
だ
っ
た
か
と
の
質
問
に
、

有
効
は
77
％
だ
っ
た
。
今

後
は
、
金
銭
面
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
を
育
て
て
い

く
支
援
の
施
策
方
法
を
新

た
に
考
え
て
い
く
。

（
問
）
今
年
度
当
初
予
算

の
歳
入
の
雑
入
で
保
育
所

園
児
副
食
費
と
し
て
１
，

０
３
６
万
円
余
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
保

育
園
の
保
護
者
負
担
か
と

思
わ
れ
る
が
、
説
明
い
た

だ
き
た
い
。
幼
児
教
育
一

部
無
償
化
が
導
入
さ
れ
た

が
、
食
事
代
な
ど
は
外
さ

れ
た
。
豊
丘
村
で
は
保
育

所
副
食
無
料
化
と
し
て
い

る
。
松
川
町
で
も
、
保
育

園
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の

副
食
費
無
料
化
に
で
き
な

い
か
。

（
こ
ど
も
課
長
）
令
和
元

年
10
月
１
日
か
ら
国
の
法

改
正
に
よ
り
３
歳
児
以
上

の
副
食
費
な
ど
を
除
く
保

育
料
は
無
償
と
な
っ
て
い

る
。
副
食
費
は
、
保
護
者

か
ら
い
た
だ
い
て
お
り
、

そ
の
月
額
は
、
国
か
ら

示
さ
れ
た
４
，
５
０
０
円

を
規
準
と
し
、
第
１
子
は

４
，
５
０
０
円
、
第
２
子

目
は
半
額
の
２
，
２
５
０

円
、
３
子
目
以
上
は
無
料

と
し
て
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
る
。

（
問
）
税
金
を
ど
の
よ
う

に
、
使
う
か
と
い
う
こ
と

は
町
長
の
姿
勢
で
あ
る
と

思
う
。

　高
校
生
ま
で
の
医
療
費

に
つ
い
て
、
医
者
に
か
か

る
場
合
窓
口
で
３
０
０
円

の
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
。

　中
川
村
で
は
そ
れ
を
無

料
に
し
て
い
る
。
松
川
町

で
も
医
療
費
完
全
無
料
化

に
で
き
な
い
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
子
ど

も
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

高
校
生
ま
で
の
窓
口
負
担

３
０
０
円
と
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
長
野
県
の

基
準
で
は
、

中
学
生
ま
で

で
、
窓
口
負

担
は
５
０
０

円
、
差
額
２

０
０
円
は
町

が
単
独
で
負

担
し
て
い
る
。

２
年
度
で
は

総

額

で

約

２
９
０
万
円

の
負
担
で
あ

る
。
福
祉
医

療
制
度
の
継

続
の
た
め
に

受
益
者
の
皆

様
に
も
ご
負

担
を
ご
理
解

中央保育園給食室前にて

い
た
だ
き
た
い
。

（
意
見
）
子
育
て
世
代
支

援
を
進
め
る
上
で
、
保
育

園
や
学
校
の
給
食
費
負
担

の
軽
減
な
ど
を
ご
検
討
い

た
だ
き
た
い
。
学
校
で
も
、

子
ど
も
達
の
思
い
を
聞
き
、

伸
び
伸
び
と
し
た
子
ど
も

期
を
大
切
に
す
る
学
校
で

あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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出典：内閣府「子供の未来応援国民運動」ＨＰ

問答

健
や
か
な
教
育
活
動
に
向
け
た
環
境
整
備
は

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
は
必
要

米山郁子 議員

（
問
）
松
川
町
ら
し
い
教

育
と
し
て
出
さ
れ
た
教
育

委
員
会
の
４
つ
の
重
点
と

は
。

（
町
長
）
松
川
町
が
願
う

子
ど
も
の
将
来
像
と
し
て
、

心
豊
か
に
夢
は
大
き
く
と

し
、
自
立
支
援
や
個
々
の

学
び
を
大
切
に
す
る
。
主

体
的
に
学
び
、
協
調
性
、

共
同
性
を
養
い
、
多
様
な

集
団
の
な
か
で
協
働
で
き

る
子
と
し
て
、
妊
娠
期
か

ら
の
母
子
へ
の
支
援
、
小

中
学
校
へ
の
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
進

め
て
い
る
根
っ
こ
を
耕

す
。
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
自
立
を
促

す
。
一
人
ひ
と
り
の
学
び

を
通
じ
て
子
ど
も
が
表
現

す
る
事
業
を
行
う
、
授
業

を
変
え
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
、
海
外
の
学
校
と
の

交
流
を
進
め
る
世
界
と
つ

な
が
る
。
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
通
じ
て
人
を
育
て
、
共

同
し
て
や
り
遂
げ
る
力
を

つ
け
る
。
地
域
と
つ
な
が

る
。
以
上
の
４
つ
の
重
点

に
つ
い
て
松
川
町
と
し
て

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

（
問
）
議
会
と
し
て
児
童

館
の
利
用
登
録
児
童
増
加

に
対
応
で
き
る
環
境
を
早

急
に
整
え
る
こ
と
を
提
言

し
た
。
増
改
築
の
要
望
が

町
民
や
議
員
か
ら
数
年
に

渡
り
上
が
っ
て
い
る
。
増

改
築
が
進
ん
で
い
な
い
が
。

（
こ
ど
も
課
長
）
名
子
児

童
館
利
用
状
況
は
、
令
和

３
年
度
の
登
録
児
童
数
が

１
０
８
人
。
昨
年
よ
り
20

人
余
り
減
少
し
て
い
る
。

今
年
度
の
小
学
校
２
校
の

入
学
数
が
１
０
０
人
、
昨

年
の
出
生
数
が
60
人
で
あ

る
。
今
後
、
数
年
の
う
ち

に
中
央
小
学
校
に
空
き
教

室
が
出
て
く
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
の
で
空
き
室
の

活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

職
員
確
保
も
厳
し
く
な
っ

て
き
て
お
り
総
体
的
な
検

討
は
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
。

（
問
）
児
童
館
の
目
的
は
、

18
歳
未
満
の
す
べ
て
の
子

ど
も
を
対
象
と
し
、
地
域

に
お
け
る
遊
び
や
生
活
の

援
助
、
子
ど
も
の
心
身
を

生
育
し
情
じ
ょ
う
そ
う

操
を
ゆ
た
か
に

す
る
施
設
で
あ
る
。
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
の

児
童
館
で
は
な
く
、
子
ど

も
の
居
場
所
と
し
て
運
営

さ
れ
る
べ
き
だ
が
。

（
町
長
）
民
間
施
設
事
業

者
と
連
携
し
た
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
を
拡
大
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。　18

歳
未
満
の
子
ど
も
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場

所
の
必
要
性
は
感
じ
て
い

る
、
将
来
的
な
課
題
事
項

と
し
て
進
め
て
い
く
。

（
問
）
議
会
提
言
で
あ
る

貧
困
対
策
計
画
の
策
定
・

奨
学
給
付
金
就
学
援
助
制

度
の
活
用
促
進
・
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
家
庭
状
況
に

応
じ
た
支
援
策
の
構
築
を

図
る
・
子
供
の
居
場
所
づ

く
り
を
め
ざ
す
「
多
様
な

主
体
」
と
の
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
。
以
上
４
つ
に

対
す
る
回
答
は
。

（
町
長
）
貧
困
対
策
計
画

は
全
課
に
ま
た
が
る
計
画

策
定
と
な
る
た
め
、
策
定

の
検
討
を
進
め
る
。
町
の

奨
学
金
制
度
や
就
学
援
助

費
制
度
を
活
用
し
、
家
庭

支
援
を
行
う
。
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る

団
体
な
ど
と
連
携
し
、
学

校
外
の
居
場
所
確
保
に
努

め
る
。

（
問
）
貧
困
対
策
計
画
を

ど
の
よ
う
な
形
で
策
定
さ

れ
る
の
か
。

（
こ
ど
も
課
長
）
第
５
次

総
合
計
画
、
第
３
期
福
祉

総
合
計
画
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
計
画
の
そ
れ
ぞ

れ
に
う
た
っ
て
お
り
施
策

の
推
進
を
進
め
て
き
て
い

る
。
令
和
３
年
度
か
ら
こ

ど
も
支
援
係
と
し
て
、
母

子
保
健
も
含
め
た
事
業
を

担
い
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

貧
困
対
策
の
子
ど
も
に
関

す
る
部
分
は
重
点
的
に
洗

い
出
し
を
行
い
、
さ
ら
な

る
支
援
の
施
策
に
つ
い
て
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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　前代未聞のコロナウイルスワクチ
ン接種という大事業は、混乱があり
つつも６５歳以上の方の接種に目途
が付くところまできた。この地に暮
らして思うのは松川を含む下伊那地
域の感染者の少なさだ。最前線の
方の努力、全員の誠実さと堅実さ
の表れと驚嘆する。近い将来コロ
ナ禍が収束した時、次の世代に胸
を張って「下伊那は皆が協力して感
染を広げなかったんだよ。」と言え
るように頑張っていきたい。（塩沢）

　主
人
と
結
婚
し
、
愛
知
県
か
ら

松
川
町
に
や
っ
て
き
た
の
が
22
歳

の
と
き
。
あ
っ
と
い
う
間
に
12
年

が
経
ち
ま
し
た
。
愛
知
県
で
生
ま

れ
育
ち
、
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

家
庭
に
育
っ
た
私
が
、
ま
さ
か
長

野
県
の
、
農
家
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な

る
な
ん
て
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　松
川
町
に
来
た
時
、
主
人
以
外

に
近
く
に
は
知
り
合
い
も
い
な

か
っ
た
私
に
、
主
人
の
友
人
は
、

仲
良
く
な
れ
る
よ
う
に
と
彼
女
た

ち
も
同
伴
で
、
飲
み
会
に
誘
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
主
人
の
友
人
た
ち

の
優
し
さ
が
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
を
生
ん
で
か
ら
は
町
の

離
乳
食
の
教
室
で
友
人
が
で
き
ま

し
た
。「
お
ひ
さ
ま
」
に
は
毎
日

の
よ
う
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
松
川
町
は
子
育
て
を
す
る

の
に
は
と
て
も
い
い
場
所
だ
と
思

い
ま
す
。
都
会
と
は
違
い
子
ど
も

た
ち
が
の
び
の
び
と
外
で
遊
べ
る

こ
と
や
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
体
験

で
き
る
環
境
は
、
都
会
と
は
違
い

素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。
広
い
畑
を

走
り
回
っ
た
り
寝
転
が
っ
た
り
、

お
弁
当
を
作
っ
て
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、

夏
は
庭
で
プ
ー
ル
遊
び
に
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
。
冬
は
雪
遊
び
。
雪
だ
る

ま
に
か
ま
く
ら
作
り
、
雪
か
き
も

子
ど
も
と
や
れ
ば
遊
び
み
た
い
で

し
た
。
い
ま
だ
に
雪
道
の
運
転
は

慣
れ
ま
せ
ん
が
…（
笑
）

　家
庭
菜
園
で
毎
年
い
ろ
い
ろ
な

野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

ス
イ
カ
・
と
う
も
ろ
こ
し
に
も
挑

戦
中
で
す
！！
う
ま
く
育
っ
た
ら
子

ど
も
た
ち
と
収
穫
す
る
の
が
目
下

の
楽
し
み
で
す
。
何
よ
り
も
自
分

の
家
の
畑
で
果
物
や
野
菜
が
採
れ

て
食
べ
ら
れ
る
な
ん
て
、
と
て
も

贅
沢
な
こ
と
！！
観
光
農
園
を
し
て

い
る
の
で
来
て
く
だ
さ
る
お
客
さ

ん
に
も
農
家
の
嫁
と
し
て
顔
を
覚

え
て
頂
き
温
か
い
言
葉
を
か
け
て

も
ら
う
事
も
増
え
ま
し
た
。
お
客

さ
ん
の
お
い
し
い
と
喜
ん
で
食
べ

て
い
る
姿
を
見
る
と
嬉
し
く
な
り

ま
す
。

　そ
ん
な
私
も
今
で
は
４
人
の
母

に
な
り
友
人
も
で
き
毎
日
仕
事
や

子
育
て
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
楽
し

く
幸
せ
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

松
川
町
に
暮
ら
し
て

（
東
浦
）

　小
木
曽

　麻
友
美

（部　長）

米 山 郁 子

（副部長）

米 山 義 盛

塩 沢 貴 浩

（部　員）

松 井 悦 子

米 山 俊 孝

菅 沼 一 弘

中 平 文 夫

広 報 部
（編集委員会）


